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市
政
に
関
す
る 

一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要 

　

問
：
杉
久
保
市
営
住
宅
は
、

昭
和　

年
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
た

４０

市
内
で
最
も
古
い
住
宅
で
す
。

　

年
度
に
行
わ
れ
た
、
「
市
営

２０住
宅
の
あ
り
方
検
討
」
で
は
、

杉
久
保
住
宅
の
建
て
替
え
の
手

法
が
検
討
さ
れ
、
全
戸
移
転
で

は
な
く
、分
割
し
て
建
て
替
え
、

順
次
移
転
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
建
設
さ
れ
る
市

営
住
宅
に
お
い
て
、
新
た
に
募

集
す
る
入
居
者
は
期
限
付
き
入

居
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

杉
久
保
住
宅
が
建
て
替
え
ら
れ

た
場
合
、
以
前
か
ら
の
入
居
者

は
、
期
限
付
き
入
居
と
な
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
杉
久
保
市
営

住
宅
は
、
築　

年
を
経
過
し
て

４５

お
り
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

年
度
は
建
て
替
え
計
画
を
策

２２定
し
、　

年
度
以
降
、
他
の
公

２３

共
用
地
を
有
効
利
用
し
な
が
ら

建
て
替
え
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

建
て
替
え
候
補
地
は
現
敷
地
と

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

以
前
か
ら
の
杉
久
保
住
宅
入
居

者
に
つ
い
て
、
期
限
付
き
入
居

制
度
施
行
前
の
入
居
者
は
期
限

付
き
入
居
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

問
：
市
は
、　

年
に
市
制
施

２３

行　

周
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ

４０
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

　

周
年
を
記
念
し
て
キ
ャ
ラ
ク

４０タ
ー
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。　

　

答
（
市
長
）
：
こ
れ
ま
で
、

緑
化
事
業
の
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
、「
え
び
た
ん
」、

「
ド
ゥ
リ
ー
ム
く
ん
」
な
ど
を

作
成
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
や
名
産

品
な
ど
を
テ
ー
マ
に
キ
ャ
ラ
ク

　

・
第
２
回
定
例
会
第
３
日

１５
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２１
　

・
第
２
回
定
例
会
第
４
日

　

・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
広
報
委
員
会

■
７　

月

９
・
議
員
全
員
協
議
会

い
か
伺
い
ま
す
。

　

答（
市
長
）：
予
防
接
種
は
、

伝
染
の
恐
れ
が
あ
る
病
気
の
発

生
や
社
会
流
行
を
防
ぎ
、
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
予
防
接
種
法
に

基
づ
か
な
い
予
防
接
種
は
「
任

意
の
予
防
接
種
」
と
な
り
、
個

個
の
判
断
の
も
と
で
病
院
や
診

療
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご

指
摘
の
と
お
り
一
部
の
自
治
体

に
お
い
て
、
任
意
の
予
防
接
種

に
対
し
て
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

市
で
は
、
国
が
予
防
接
種
法
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
動
向
を
見
極
め
た

上
で
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

問
：
市
の
高
齢
化
率
は
約　
１８

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
若
い
都
市
と
い
え
ま
す
が
、

高
齢
化
の
波
は
確
実
に
訪
れ
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
全
国

的
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
希
望
待
機
者
は
、
施
設
を

増
加
さ
せ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
減
少
し
て
い
な
い
状
態

で
す
。
特
に
首
都
圏
や
近
畿
圏

の
大
都
市
に
待
機
者
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
の
受
け
皿
の
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
や
ゆ

さ
れ
る
中
で
、
市
の
高
齢
者
施

設
の
入
所
待
機
者
の
現
状
と
そ

れ
ら
の
解
消
に
対
す
る
施
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
：

　

年
４
月
現
在
で
本
市
の
特
別

２２

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機

者
は　

人
で
す
。
待
機
者
の
解

３３３

消
に
つ
い
て
は
、
重
要
課
題
で

あ
り
、
計
画
的
な
施
設
整
備
が

必
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

施
設
整
備
に
伴
う
給
付
費
の
増

加
が
保
険
料
に
及
ぼ
す
影
響
も

懸
念
さ
れ
る
た
め
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
と
保
険
料
の
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問
：
国
は
、
ゆ
と
り
教
育
を

や
め
教
育
立
国
を
宣
言
し
教
育

基
本
法
な
ど
の
法
改
正
の
も
と
、

新
学
習
指
導
要
領
が
、
小
学
校

は　

年
度
か
ら
中
学
校
は　

年

２３

２４

度
か
ら
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。

実
施
上
重
要
な
こ
と
は
教
員
の

質
的
向
上
、
教
材
等
の
整
備
で

す
。
教
育
方
針
は
時
代
と
共
に

変
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
則
や
道
徳
は
直
ち
に
先
行
実

施
、
算
数
・
数
学
、
理
科
は
教

材
を
整
備
し
先
行
実
施
、
そ
の

他
先
行
実
施
で
き
る
教
科
も
あ

り
ま
す
。
市
内
の
学
校
の
実
施

状
況
が
ど
う
か
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
部
次
長
）
：
本
市

で
は
、
小
学
校
外
国
語
活
動
の

全
面
実
施
に
先
駆
け
、　

年
度

２１

か
ら
小
学
校
５
・
６
年
生
で
年

間　

単
位
時
間
の
授
業
を
実
施

３５
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
理
科
教
育
の
充
実
に

向
け
て
、
全
小
中
学
校
で
顕
微

鏡
を
一
人
一
台
使
用
で
き
る
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
電
子
黒

板
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
中
学
校
保
健
体
育

で
武
道
が
必
修
と
な
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、　

年
度
に
は
全
中

２２

学
校
に
柔
道
用
畳
を　

枚
配
備

５０

す
る
予
定
で
す
。

タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
事

業
の
Ｐ
Ｒ
に
効
果
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
は
、

市
の
情
報
発
信
に
強
力
な
武
器

と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
制　

周
４０

年
記
念
事
業
に
つ
い
て
も
、
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

問
：
各
種
の
疾
患
に
対
す
る

予
防
効
果
が
高
い
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
公
費
助
成
を
実
施
す
る
自

治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
民

の
健
康
保
持
、
生
活
の
質
の
向

上
の
面
か
ら
も
有
効
性
が
あ
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
と

接
種
の
普
及
を
図
る
考
え
が
な

　

問
：
６
月
か
ら
子
ど
も
手
当

月
額
１
万
３
０
０
０
円
の
支
給

が
開
始
さ
れ
ま
す
。国
は
当
初
、

所
得
税
の
扶
養
控
除
と
配
偶
者

控
除
を
見
直
し
、
そ
の
財
源
を

確
保
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

確
保
で
き
ず
に
地
方
自
治
体
が

負
担
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

不
要
と
な
る
は
ず
の
児
童
手
当

で
独
自
事
業
に
当
て
ら
れ
る
予

算
が
国
の
都
合
で
政
策
転
換
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
事
を
ど

う
考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
子
ど
も
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
国
が
全
額
負
担

し
て
実
施
す
る
は
ず
で
し
た
が
、

現
行
の
児
童
手
当
を
残
し
、
地

方
が
負
担
す
る
形
で
実
施
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
約
束
違

反
で
あ
り
、
地
域
主
権
の
理
念

が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。　

年　

月
に
は
県

２１

１２

市
長
会
を
通
じ
「
子
ど
も
手
当

の
支
給
は
国
が
全
額
負
担
す
べ

き
」
旨
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

▲効果の高い予防接種に公費助成を
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６月１４日、１５日に

議員２２名が市の考

えをただしました。

主な質問、答弁の

要旨を紹介します。

■
５　

月

　

・
議
員
全
員
協
議
会

１０
　

・
総
務
常
任
委
員
会
行
政

１２

視
察
（
５
／　

〜　

）

１２

１４

青
森
県
弘
前
市
他

　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

１７

行
政
視
察
（
５
／　

〜
１７

　

）
福
岡
県
飯
塚
市
他

１９

　

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

行
政
視
察
（
５
／　

〜
１７

　

）
新
潟
県
小
千
谷
市

１９他

　

・
議
会
運
営
委
員
会

２４
　

・
議
会
運
営
委
員
会

３１
　

・
第
２
回
定
例
会
第
１
日

■
６　

月

７
・
総
務
常
任
委
員
会

８
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

９
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
２
日

１４

　

６
月
定
例
会
の
会
議
録
を
作
成
中
で
す
。
９
月
に
は
市
役
所

１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
中
央
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
日
誌

�������	


　本会議・委員会を傍聴される方で幼いお
子さん（満６カ月～未就学児）をお連れの
方に、「託児サービス」を実施中です。申し
込みは、傍聴希望日の１週間前までに議会
事務局へ。

▲子どもの健やかな育ちを
支援するために　　　

▲電子黒板で充実した授業が
受けられる　　　　　　

▲築４５年が経過した杉久保市営住宅地

民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ　

太
田　

祐
介

市
制　

周
年
を
記
念
し
た

４０

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成
を

海
政
会　

森
田　

完
一

地
方
負
担
に
な
っ
た

子
ど
も
手
当
ど
う
考
え
る

共
産
党　

佐
々
木　

弘

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

助
成
を

新
政
海
ク
ラ
ブ　

藤
澤　

菊
枝

杉
久
保
市
営
住
宅

建
て
替
え
計
画
は

新
政
海
ク
ラ
ブ　

森
下　

賢
人

計
画
的
な
施
設
整
備
で

入
所
待
機
者
の
解
消
を

新
政
海
ク
ラ
ブ　

鶴
指　

眞
澄

学
習
指
導
要
領
改
訂

小
中
学
校
の
状
況
は




